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米国データセンター投資の現状と日本企業の動向 

➢ 生成 AIの普及を背景に、米国ではデータセンター（DC）投資が拡大しています。 

➢ データセンターは、AIやクラウドサービスを支える基盤インフラであり、建設、電力、設備など幅広い

分野に影響しています。 

➢ 今回は、米国におけるデータセンター投資の現状と日本企業の動向をレポートします。 

 

図１ 世界の AI 市場規模の推移             図２ ハイパースケーラー設備投資額推移     

 

 

 

 

 

 

図３ DC 建設支出と電気工事雇用の推移         図４ 米国内の DC 数（計画含む）  

 

米国で拡大する DC投資 

世界的に AI需要が高まる中、

AI市場は今後も拡大が続くと見込

まれています（図 1）。これに伴

い、ハイパースケーラー（大規模

クラウド事業者）の設備投資金額

も増加しており、データセンター

は主な投資対象となっています

（図 2）。 

データセンターには、建物に加

え、AIサーバーやネットワーク機

器、受変電設備、冷却設備などが

必要です。そのため、データセン

ター投資対象は IT分野にとどま

らず、建設や電気工事、発電、送

配電、変電といった幅広い分野に

広がっています。また、データセ

ンターは大量の電力を持続的に消

費するため、発電・送配電・変電

設備の増強が急務となっており、

関連する電気工事の需要も高まっ

ています（図 3）。 

データセンターが集積するバージ

ニア州 

米国において、圧倒的な数のデ

ータセンターが集積しているのが

バージニア州です（図 4・図 5）。 

同州はニューヨークや首都ワシ

ントンに近く、大容量の発電能力

や送変電インフラ、高度な光ファ

イバー網が整備されているため、

電力確保と立地面で大きな強みを

有しています。また、比較的温暖

な気候であり、雪や洪水、地震な

どの自然災害リスクが低いこと

も、同地への投資を後押しする大

きな要因となっています。 

課題は半導体から電力確保へ 

投資拡大が続く一方で、今後、

データセンター向け電力を安定的

に確保できるかが重要になってき

ます。従来は半導体の供給制約が

注目されてきましたが、足元で

は、電力そのものに加えて、送配

電網、変圧器、冷却設備、人材確

保がこれまで以上に重要になって

います。 

特に、生成 AI向けのデータセ

ンターでは高密度化が進んでお

り、消費電力の増加に伴って、電
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源設備や冷却設備の高度化が求め

られています。 

また、送電網への接続（系統連

系）や各種許認可手続きに時間を

要し、プロジェクト計画が長期化

するリスクもあります。さらに、

電気料金の高騰や、騒音、水使用

量の増加など、地域住民への配慮

も必要となります。 

日本企業の動向 

米国内のデータセンター建設に

おいては、ソフトバンクグループ

などの日系企業も投資を進めてい

ます（図 6）。電力需要の増加に伴

い、ガスタービンや蓄電池、変圧

器などの需要が高まっているた

め、電力インフラ分野では、日本

企業の技術力や品質が強みとなる

と考えられます。さらに、受変電

設備、冷却関連機器、電線、制御

機器などの幅広い分野でも日本企

業の競争力を発揮するチャンスが

見込まれます。 

在米日系メーカーによると、こ

の分野では活況が続いており、米

国内で現地生産を強化する動きも

みられます。また、データセンタ

ー立地は従来の集積地だけでな

く、新たな地域へ分散する動きも

みられ、日本企業としては、需要

の立ち上がる地域を見極めなが

ら、営業、保守、現地生産を含む

供給体制を整えることが重要にな

ります。 

おわりに 

米国のデータセンター投資は、

AI需要の拡大を背景に、日系企業

にも建設、電力、設備など幅広い

分野に関連需要を捉えるチャンス

が広がるとみられ、現地の事業環

境や規制の変化を注視しながら、

中長期的な動向を見極めていくこ

とが求められます。 

当事務所では、米国のデータセ

ンター動向や関連調査等に関する

ご質問・ご相談も承っておりま

す。どうぞお気軽にお問い合わせ

ください。 

 

※写真は筆者撮影 

ニューヨーク駐在員事務所 

吉田 圭佑 

Email: newyork@joyobank.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ バージニア州の位置              写真 1 ニューヨーク市内の DC（60 Hudson St）  

   

 

 

 

 

 

 

 

図６ 日系企業の主な対米設備投資（2025 年以降、百万ドル） 

 

 

 

 

 

 

 

 
   【出所：JETRO資料を参考に筆者作成】 

投資企業 発表年月 州 分野 投資額

ソフトバンクGなど 2026年2月 オハイオ ガス火力発電（DC関連） 33,000

信越化学工業 2026年3月 ルイジアナ 石油化学品 3,400

ソフトバンクGなど 2025年1月 テキサス データセンター 890

ソフトバンクエナジー 2026年3月 オハイオ データセンター 539

日本圧着端子製造 2026年4月 アラバマ 電子部品 504

NTT データ 2025年5月 オレゴン データセンター 486

NTT データ 2025年5月 アリゾナ データセンター 486

日立エナジー 2025年9月 バージニア 変圧器（DC関連） 457

トヨタ自動車 2025年11月 ウエストバージニア 自動車部品 453

日東電工 2025年1月 ケンタッキー 化学品 389
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トピックス ～NY のカクテルトレンドの変化～ 

 

図 1 年代別飲酒割合の推移                  写真 1 ミニカクテル（通常より小さめ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カクテル文化 

皆さんは最初の一杯に何を飲み

ますか？日本では「とりビー」と

いう言葉があるように、まずビー

ルを注文する方が多いかと思いま

す。ここアメリカ、特にニューヨ

ークでは、ディナーでカクテルを

一杯目から注文し、食事と合わせ

て楽しむ文化があり、各レストラ

ンでは豊富なカクテルメニューを

取りそろえています。今回は、そ

うしたカクテルの新たなトレンド

を紹介します。 

ミニカクテルの流行 

最近、健康志向、外食費の節

約、GLP-1系減量薬の流行等の

影響により、NYのバーやレスト

ランでは通常の半量以下の 1.5

～3オンス（約 45～90ml）のカ

クテルやドリンクが見られるよ

うになりました。 

「ソバー・キュリアス」1と

呼ばれるライフスタイルが、Z

世代やミレニアム世代など若い

層に広がっていることが背景に

あるようです（図 1）。また、モ

 
1 ソバー・キュリアス(Sober Curious) 

健康維持や睡眠の質向上、金銭的な節約のため、お酒が飲める人であっても、「あえて飲まない」ことで心身の調子を良くするポ

ジティブなライフスタイル。また、モクテル（ノンアルコールカクテル）の種類も増えています。 

クテル（アルコールなしのカク

テル）の種類も増えています。 

ミニカクテルの価格は一杯約

10ドル前後（通常サイズは 18

～25ドル）です。ミニカクテル

をテイスティングのセットにし

て、色々な味を楽しめるメニュ

ーも見られるようになりまし

た。一部のバーでは、ミニカク

テルを店のお任せで楽しむ

「OMACOCKTAIL」（オマカクテ

ル）という 90分間のテイステ

ィングメニューも提供している

ようです。 

食事風カクテル 

また、料理から発想を得た、

香ばしさやうま味を前面に出し

た味わいのカクテルやドリンク

も人気です。バーテンダーたち

はうま味と料理の要素を融合さ

せ、自家製のシロップやスモー

ク（いぶし）、複雑な味わいの

トニックを活用し、料理とドリ

ンクの境界線を曖昧にしていま

す。例えば、「ギリシャサラ

ダ・マティーニ」という名前の

カクテルは、トマト・クロッ

プ・ウォッカとピパラの塩水を

使用したカクテルです。また、

なんと「和牛コーラ」という、

和牛の脂で風味を出したバーボ

ンに自家製コーラシロップを合

わせたドリンクもあります。 

その他のカクテルのトレンド 

その他、1980年代のハイボー

ル、また筆者お気に入りの 1990

年代のエスプレッソ・マティー

ニなど、レトロでノスタルジッ

クなカクテルにひとひねり加え

たものもトレンドで、定番カク

テルにひとひねり加え、モダン

さや上質さを加えたカクテルが

再評価されています。そうした

過去に回帰する動きは、ファッ

ション、デザイン全般に通じる

ものがあります。 

お馴染みのカクテルを通し

て、アメリカ人の嗜好や思想の

変化に気づくことができます。 

※写真は筆者撮影 

 ニューヨーク駐在員事務所 

小田川 琴音
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NY ライフ  ～インドネシア独立記念フードフェスティバル～ 

  
インドネシア独立祝賀イベント 

今回、NY市内で開催された、イ

ンドネシア領事館主催のインドネ

シア独立 81周年を祝うフードフ

ェスティバルを取材しました。 

イベントは NY市クイーンズ区

のおしゃれなエリアであるロング

アイランドシティのカルチャー・

ラボで開催され、25以上のフード

ベンダーが参加しました。朝から

日差しが強く暑い日でしたが、ス

テージではバリの伝統的なダンス

や歌のショーが開催され、訪れた

人たちはインドネシアの食べ物や

文化に触れて楽しんでいました。 

世界各国の文化が共存する NY

市ですが、同時に世界中のさまざ

まな食べ物を楽しめる街でもあり

ます。食べてみて美味しかったイ

ンドネシアの料理を紹介します。 

インドネシア料理の特徴 

主に香辛料やココナッツミル

ク、甘辛い醤油のケチャップマニ

スを使い、辛さと甘さが入り混じ

る料理が中心で、地域によって特

徴が異なります。例えば、パダン

料理（スマトラ島）はスパイスや

唐辛子で辛味が強く、ココナッツ

由来の深いコクもあります。ジャ

ワ料理はココナッツミルクやヤシ

の砂糖を使った甘みの強い風味、

バリ料理はスパイスやサンバル

（チリソース）を使い、しっかり

としたうま味があります。 

ナシゴレン、ミーゴレン、チキ

ンサテーなどは日本でも有名です

が、今回、領事館勤務のインドネ

シア人の友人に、「バタゴル」と

いう、魚を揚げたものに甘めのピ

ーナッツソースをかけた料理を勧

められて食べてみました。ソース

が魚と合い、ご飯と合わせるとさ

らにおいしくいただけました。 

また、バナナの皮で包まれた日

本のちまきのような「レンパーア

イェム」、「アレムアレムダジン」

などもやさしい味わいで食べやす

く、具の肉も美味でした。 

カラフルなデザートとドリンク 

次にデザートを紹介します。四

角いストライプ柄のクイルラピス

（写真中）や、「パキス」と呼ば

れるインドネシアのケーキ、また

パンダンリーフを使った緑色のフ

ローラルな風味があるデザートも

多く見られました。ココナッツの

自然な風味とタピオカの食感で、

もちもちとした「クエノナマニ

ス」は日本の羊羹に少し似た食感

でした。 

伝統的なドリンクとしては、

「エスセンバル」が有名です（写

真右）。米粉やタピオカ粉に、パ

ンダンの葉の天然色素を加えて作

った緑色の長いゼリーに、ココナ

ッツミルク、黒糖やヤシ糖のシロ

ップ、氷を合わせて飲みます。 

インドネシアコミュニティー 

NY市におけるインドネシア系の

人口は、米国国勢調査などのデー

タによると、約 7,000人前後と推

計され、他のアジア系コミュニテ

ィーに比べて少数派です。クイー

ンズ区の特にエルムハースト地区

などがコミュニティーの中心にな

っており、この地域は「リトル・

インドネシア」と呼ばれていま

す。また、アメリカ国内では南カ

リフォルニアに居住しているイン

ドネシア人が多いようです。 

以前はマンハッタンで大きなス

トリートフェアがありましたが、

コロナ禍で中止となり、その後大

規模なイベントは開催されていま

せんでした。久しぶりの今回の大

型イベントで、本格的なインドネ

シア料理を堪能しました。 

※写真は筆者撮影 

ニューヨーク駐在員事務所 

小田川 琴音 
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News 一覧 

＜政治＞ 

・米ホワイトハウスのレビット報道官、月末に辞任 トランプ氏 (８/12) 

・イラン、ホルムズ海峡で強硬姿勢崩さず トランプ氏「ガソリン高受け入れを」 (８/15)   

・米ＦＤＡ長官に政権補佐官オーバートン氏、トランプ氏が指名 (8/19) 

・トランプ氏の政策決定に私益が影響、米国民の 7 割が回答 調査 (8/19) 

・トランプ氏、商業宇宙打ち上げ拡大へ覚書 30 年に年 1000 回目標 (8/20)  

・米最高裁、ホワイトハウス宴会場計画の継続容認 高裁命令を一時停止 (8/21) 

＜金融政策＞ 

・米 7 月財政赤字 4320 億ドル、同月として過去最大 歳出増や関税還付響く  (8/12)                                                                            

・米小売売上高、7 月は 0.6％減 9 カ月ぶりマイナス ( 8/14)                                                                                         

・ＦＲＢ内でインフレ懸念強まる、「多く」が利上げの必要性指摘＝議事要旨  (8/19)    

・米連邦債務が初の 40 兆ドル突破、トランプ・バイデン両政権下で倍増 (8/19) 

・トランプ氏、改めて利下げ要求 「米国の成功に伴い金利低下すべき」 (8/19) 

・トランプ氏、カナダとの貿易協定締結に期待 関税発動期限迫る (8/21） 

＜経済指標＞ 

・ＩＳＭ非製造業指数、7 月は 54.1 堅調な成長ペース維持 （8/5) 

・非農業部門雇用者数  7 月雇用は予想外の 2.3 万人減、過去分も下方改定 (8/7)  

・失業率は４．１％で、６月の４．２％から低下 （8/7） 

（出所：各種新聞等、2026 年８月のニュースを中心に抜粋) 
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Disclaimer 

本レポートの内容につきましては、当行の信頼し得る先からの情報に基づいて作成しておりますが、その正確性、信頼性を保証す

るものではありません。具体的に法律上、会計上、税務上の助言を必要とされる場合は、それぞれの専門家にご相談くださいます

ようお願いいたします 

発行元：常陽銀行市場国際部 

 

常陽銀行ニューヨーク駐在員事務所 

1270 Avenue of the Americas, Suite#555, New York, NY 10020 

TEL：＋1-917-388-2400 

E-mail：newyork@joyobank.co.jp  

 

 

 

 


